
建築基準法第５１条による
一般廃棄物処理施設
（ごみ処理施設（破砕・選別施設））の
敷地の位置について

八戸市 建築指導課

第１２５回八戸市都市計画審議会

議案第１号



1．概要

 申請者名：奥羽クリーンテクノロジー株式会社
代表取締役社長 笹垣岳史

 申請場所：八戸市豊洲1-2、2-16、2-36、2-37、2-39、
ああああああああああ2-40、2-41、2-42、2-43、2-44

 敷地面積：24,115.86㎡

 延べ面積：申請部分 2,330.88㎡

 申請施設：一般廃棄物処理施設

（ごみ処理施設（破砕・選別施設））

 産業廃棄物処理施設として許可を受け建築した建屋内に
定置式の破砕・選別施設を設置し、既設の移動式破砕施
設を含め、一般廃棄物処理施設としても許可しようとす
るもの（施設は産廃施設と併用）
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2．施設設置場所

申請地

奥羽クリーンテクノロジー株式会社
豊洲リサイクルセンター

※奥羽クリーンテクノロジー
株式会社

本社 八戸工場
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3．搬出入経路図
進入ルート 対象となる地域（概略）

① 八戸大橋ルート 階上・八戸市東部地域

② 市内中心部ルート 八戸市内中心地域

③
八太郎トンネルルート
（八太郎3号ふ頭線）

八戸市西部地域･南部町･三戸町･田子
町･新郷村･五戸町･十和田市方面及び県
外（高速道路）方面

④ 北部産業道路ルート
おいらせ町･六戸町･三沢市･
東北町･七戸町方面
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申請地
奥羽クリーンテクノロジー株式会社

豊洲リサイクルセンター



4．敷地内搬出入経路図
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幅員約7.5ｍの臨港道路から出入り幅員22ｍの
臨港道路

②敷地内主要通路で間に合わない
場合、建屋東側のスペースを待機
場所として運用

①敷地内主要通路の幅員を10ｍとし
て余裕を持たせ、当該通路を滞留
場所としている

運搬車の敷地外の滞留対策について

入退場口

破砕保管棟



5．施設配置図
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敷地 処理施設 産廃 一廃

既許可 豊洲2-37,2-43,2-44 移動式破砕機 許可済

今回
申請

豊洲1-2,2-16,2-36,2-37,2-
39,2-40,2-41,2-42,2-43,2-44

[既設]移動式破砕機 (移動範囲増) 新規

[新設]]定置式破砕・選別機 新規 新規

既存建屋内に
定置式の
破砕・選別機
を新設

移動式破砕機

は基本的には
建屋内で稼働

敷地



6-1．施設平面図（破砕機・選別機の位置）
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6-2．施設平面図（廃棄物保管場所）
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7．立面図、断面図
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8．破砕・選別処理施設（破砕機）
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処理能力：
移動式 最大 1時間当たり80ｔ
定置式 最大 1時間当たり80ｔ



9．破砕・選別処理施設（選別機）
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 破砕した廃棄物を回転させて土砂をふるい落とす  回転式選別機を通った廃棄物を、廃プラス
チックや紙くずなどの軽量物と、木くずや硬
質プラスチックなどの重量物に選別



10．処理フロー
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⑥ストックヤード保管

⑦金属･破砕残渣等回収

⑨他社の焼却施設へ運搬⑩再資源化事業者へ運搬⑪最終処分場へ運搬

① 計 量

② 搬 入

③ 受入・選別

④ 一時保管

⑤ 破砕・選別

⑧奥羽クリーンテクノロジー本社の

焼却施設で処理



11．生活環境影響調査項目の選定
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調査事項
生活環境影響要因

生活環境
影響調査項目

施設排水
の排出

施設の稼働
施設からの
悪臭の漏洩

廃棄物運搬
車両の走行

大
気
環
境

大気汚染

粉じん ×

二酸化窒素(NO2) ×

浮遊粒子状物質(SPM) ×

騒音 騒音レベル 〇 ×

振動 振動レベル 〇 ×

悪臭
特定悪臭物質濃度
または臭気指数（臭気濃度）

×

水
環
境

水質
汚濁

生物化学的酸素要求量(BOD)
または化学的酸素要求量(COD)

×

浮遊物質量(SS) ×

その他必要な項目 ×

生活環境影響調査項目は、「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針（平成18

年9月）環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部」の「破砕・選別施設」に関する例に
準拠し、下表に示す生活環境影響要因と生活環境影響調査項目との関連を
整理したマトリックス表を基に、施設の稼働に伴う騒音及び振動を選定。

表中の○は、調査指針で選定すべき項目と示されており、選定した調査事項
表中の×は、調査指針において選定すべき項目として示されているが、調査対象項目に選定しなかった調査事項



12-1．生活環境影響調査結果（1） 騒音及び振動の予測地点
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記号 内容 備考

屋内で定置式・移動式破砕機が同時
稼働した場合の予測地点

予測地点
高さ1.2ｍ

屋内で定置式破砕機、屋外で移動式
破砕機が稼働した場合の予測地点

屋外での移動式破砕機の可動範囲 敷地境界か
ら10ｍの距
離を確保



12-2．生活環境影響調査結果（2） 騒音
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下記の3ケースで騒音レベルを予測し、表のような結果が得られた。
生活環境の保全上の目標と整合性が図られると分析する。

予測地点 時間帯
予測騒音レベル

目標値
ケース1 ケース2 ケース3

南側敷地境界線

昼間 63.5 69.4 ― 70

夕方 63.2 ― ―
65

夜間 63.1 ― ―

東側敷地境界線

昼間 65.3 70.0 ― 70

夕方 64.8 ― ―
65

夜間 64.6 ― ―

計画地敷地境界線 昼間 ― ― 69.6 70

※目標値は、騒音規制法の第4種区域（工業地域）の昼間・夕方の規制基準

（単位：dB）

ケース1：建屋内で定置式及び移動式破砕機が同時稼働する状態

ケース2：建屋内で定置式破砕機、屋外で移動式破砕機が同時稼働する状態
ケース3：屋外で敷地境界から10ｍ離隔距離を確保し、移動式破砕機が稼働

する状態



12-3．生活環境影響調査結果（3） 振動
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※目標値は、県公害防止条例の第2種区域（近隣商業,商業,準工業,工業地域）の基準

（単位：dB）

下記の3ケースで振動レベルを予測し、表のような結果が得られた。
生活環境の保全上の目標と整合性が図られると分析する。

予測地点 時間帯
予測振動レベル

目標値
ケース1 ケース2 ケース3

南側敷地
境界

昼間 53.6 47.3 ― 65

夜間 53.5 ― ― 60

東側敷地
境界

昼間 51.3 48.6 ― 65

夜間 51.2 ― ― 60

計画地
敷地境界

昼間 ― ― 45.0 65

ケース1：建屋内で定置式及び移動式破砕機が同時稼働する状態

ケース2：建屋内で定置式破砕機、屋外で移動式破砕機が同時稼働する状態
ケース3：屋外で敷地境界から10ｍ離隔距離を確保し、移動式破砕機が稼働

する状態



13-1．環境・公害対策

1 大気汚染
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大気汚染防止法では、大気汚染の原因物質（硫黄酸化物、ばいじん、窒素
酸化物、有害物質（カドミウム、塩素、塩化水素、弗素・弗化水素、鉛、ダ
イオキシン類）を排出する施設（ばい煙発生施設）に対し排出規制がなされ
ている。
本事業では、大気汚染の原因物質及び有害物質を排出する施設は設置しない
計画である。

2 水質汚濁

水質汚濁防止法に定められている特定施設を有する工場・事業場の排出規
制は、水質汚濁防止法及び青森県公害防止条例に基づき実施されている。
本事業では、水質汚濁防止法に定められている特定施設は設置しない計画で
ある。



13-2．環境・公害対策
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3 騒音 および 4 振動

生活環境影響調査のとおり。

5 悪臭

本施設は、「八戸市悪臭発生防止指導要綱」に基づく指導基準が適用され
る地域に立地しており、第3種区分の工業専用地域に該当する。
本施設は、排ガス及び汚水を発生させる施設の設置はないため、排出口及

び排水の規制は対象外であるが、事業場等の敷地境界線基準が適用されるた
め、第三種区分の値を管理目標として設定している。
なお、処理する廃棄物は、塊状のがれき類及び廃プラスチック類等であり

有機性廃棄物のように腐敗して悪臭を発生させるものではない。

区 分
臭気指数

敷地境界線 排出口 排出水

第一種区分

第一種、第二種低層住居専用地域
第一種、第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域、第二種住居地域
準住居地域

10 25 26

第二種区分
近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域
市街化調整区域 15 30 31

第三種区分 工業専用地域 18 35 34


